
 

まとめ そして 旅立ちへ   3学期スタート   2020.1.7 

学校長の話より（抜粋） 

皆さん、あけましておめでとうございます。１２日間の冬休みが終わり全員でこうやって顔を合わせられたことをう

れしく思います。いよいよ東京オリンピック・パラリンピック開幕まであと 200日を切りましたね。関連のテレビ番組も

多くなっていて、ハンガーを渡したレスリングの川井選手や出口クリスタ選手の応 

援番組も見ました。そして箱根駅伝では明治大学キャプテン阿部選手の区間新 

記録の走りを見ることができました。今年あと 748本のハンガーと共にアスリート 

へ熱いメッセージを届けたいです。 

さて、今年の箱根駅伝総合優勝は青山学院大学でした。2年ぶり五度目の優 

勝を新記録で花を添えました。原監督は、“やっぱり大作戦”と銘打って大会に臨みましたが、今回の優勝に向け

てどんな指導があったかが気になりました。優勝を逃して見えてきたものは、最上級生である 4年生の競技に向か

う姿勢の改善だったようです。チームを引っ張るはずの新４年生の生活態度の乱れは後輩たちからも非難された

ようですが、その 4年生が奮起し、率先してゴミ出しや食事準備を行い、自主練習も距離を増やすなど態度が一

変したようです。 

では規則を守り、規律正しい行動をするとはどんなことでしょうか。あいさつや身だしなみ、言葉づかいをはじ

め、授業態度や家庭学習の取組、係活動や当番活動、家庭のお手伝いなど役割を果たす、校則やルールを守

るといったこと等、当たり前のことです。それが大切な基本であり、それぞれの力を高めることに繋がっていくとあら

ためて思いました。3年生は高校受験があります。2年生は生徒会のリーダーシップをとっていきます。1年生も先

輩になる準備をする 3学期です。新年や 3学期の決意をした皆さんにも通じるものがあるかと思って話しました。 

学校の梅の花のつぼみが膨らんできました。梅花 PROJECT も本番を迎えます。全校がひとつになって大成功

をおさめ、ひとりになってりっぱな卒業・進級が実現できる 3学期にしましょう。先生方も皆さんと共に頑張ります。 

    

 

3学期スタートにあたり  職員研修（非違行為防止・学校自己評価） 2020.1.7 

3 学期初日、元気な生徒たちの顔を見た下校後に職員研修会を実施しました。 

前半は交通法規順守（スピード違反・事故防止）について、事例検討会中心に考 

えました。心新たに本校職員から発生しないことを誓い合いました。 

後半は 2 学期末にまとめた学校自己評価結果をもと 

に今後に向けての方向を検討しました。生徒が“でき 

る・分かる”“できた・分かった”と実感できる授業のあり方を考え合いました。 

主体的・対話的な学びについては生徒も職員も成果を感じていることを大事にし 

つつ、分かるようになりたいという願いをどう叶えるか真剣に議論されました。 

R1学校便り 天龍中学校ホームページ校長室より➉ 



新春を彩る  合同百人一首大会  2020.1.14 

3 学期恒例となったどんぐり向方学園中学生との合同百人一首大会が、天龍村福祉センターで開催されま

した。代表生徒の力強い宣誓後、4 グループに分かれて競い合いました。大会に向けて冬休みに特訓した生徒

もおり、気合の入った雰囲気につつまれました。両校の生徒が頭を付け合わせ、じっと札を見つめる瞬間に緊

張感が漂い、素晴らしい場面と感じました。継続していきたい思いが強くなりました。 

・自分の好きな 3つの歌が取れて、とても嬉しかったです。とても楽しい一日になりました。でもビリ決定戦で負けたのは、すごくくやし 

かったです。 

・去年よりたくさん取れたのでうれしかったです。まだ上の句で取れるのが少ないので、もっと覚えていきたいと思いました。 

・どんぐりの生徒が上の句で札を取っていたので、すごいと思いました。班の中でみんなで笑ったりと交流しながらできました。どんぐ 

りのみんなが車で帰るときも両校ともお互いに手を振り合って、少しでも楽しい交流になりました。 

・札の場所をすべて覚えることで、読まれた瞬間にパッと取れるようになりました。取れた時はとても嬉しくて、ガッツポーズを何回やっ 

たか忘れるぐらいでした。自分で努力した成果が少しは出せたんじゃないかと思います。 

   

 

意識を高める  風邪予防旬間  2020.1.20～31 

例年この時期に流行するインフルエンザや風邪の予防のため、新しくなった風紀 

委員会が企画しました。休み時間にはお茶を使ったうがいを行ったり、生徒集会や 

養護教諭による特別授業を実施しました。21 日に学級閉鎖を行った学年もありま 

したが、その後はおさまっています。新たなウイルス性肺炎もの発生も連日ニュー 

スになっておりますが、「手洗い・うがい」「マスク着用」「睡眠」「バランスのよい 

食事」を意識して、健康な状態を維持していきたいです。 

・風紀委員会で風邪やインフルエンザに関するクイズをしました。1,2年生や先生方がしっかりと話をきいてくれて嬉しかったで 

す。I先生が「見えない菌から体を守るためにはどうしたらいいのかな?」という学習問題で特別授業をしてくれました。手にはど 

のくらい菌がついているのか実際に検査しました。手を洗ったりしても簡単には菌が落ちないということが分かったので、しっかり 

と免疫力を高められるような規則正しい生活を送っていきたいです。 

・自分たちで書いたクイズを 5 問よんで、風邪やウイルスについて知ってもらいました。面白いリアクションができてよかったです。 

   



梅花 PROJECT 本番を前に  試作・試走  2021.1.28,30 

2 月 16 日第 51 回天龍梅花駅伝大会が開催されます。チームエントリーが締め切られ、招待チームを合わせ

て 136 チームが出場すると聞きました。昨年以上の来村者が期待されます。本校の“梅花 PROJECT”も 10

年目の節目の年となりました。先輩方から受け継ぎ、工夫や改良をしながら続けてきた特色ある活動の一つで、

本番に向け全校が一丸となって準備しています。26日にはロード練習、28日は試作品作りに取り組みました。 

 

・3 区を走ると聞いて、『自分が走れるのか?』と心配しながら走りました。学校からまず長い坂を上っていったんですが、なんかも 

う感覚がなくなって、きついとかなくなってました。最後あたりは朝食が出そうになって危なかったです。これからの練習も本気で 

頑張っていきたいと思いました。 

・日曜日の練習に行けないので、家に帰って走りました。時間が短い分、本気モードで個人練習に取り組みました。2日の練 

習には行けるので、それに向けた筋トレや 400mダッシュ、スクワットなど、足に負担をかけ辛さをなじませられるようにしました。 

 

最近の活動より   校内アレコレ  2020.1 月 

3 学期も 1 ヶ月過ぎました。新生徒会の活動も始まり、2 年生のリーダーシップが日々頼もしさを増してい

ます。3 年生はそれぞれの進路（高校受験）に向けて最終準備に入り、緊張感も伝わってきます。そして 1 年

生の学校の“宝”から“柱”の存在となって活動している姿を嬉しく思います。 

            【新役員が進める生徒会委員会と生徒集会】  

【リズムを楽しむ全校音楽】 

 

 

 

 

 

 

【マックス先生コーナー】               【2 年生木工実習】 

 

 

 

 

 

 

【1 年生調理実習】               【新しい懸垂幕】 



ハンガーPROJECT   ハンガー製作会   2021.1.18 

2020 年最初のハンガー製作会が 18 日に実施されました。生徒 4 名、小学生 2 名そして村民と教職員が集

まり、久しぶりににぎやかな製作会となりました。2020 本（現在 1930 本）完成という目標達成までもうす

ぐとなり、新しく作ることと、今まで作った物の中から再仕上げという作業となりました。 

同日、製作会社長野 TUBE が作ったハンガーPROJECT 記録動画№2 が配信され、休憩時にみんなで見ま

した。長野 tube HP＜https://naganotube.com＞からご覧ください。 

・私はナンバリングとフック付け、焼き印をしました。2人の小学生が参加してハンガーをみがいていたので、すごいと思いました。 

2/22 は 2020本達成するはずなので、多くの人にハンガー製作会に参加してもらいたいと思いました。 

・久しぶりに参加した気がしました。前に参加した時にフック作りにはまり、今回もやりました。力を使う作業だけど、作っていくうち 

にスピードが速くなるのと、棒が曲がるのがすごく気持ちいいからです。 

・R さんと製作会に行きました。みがき残しのハンガーをやすりでみがく作業をしました。「いいかも」と思っても「まだ!!」と言って、な 

かなか OK をくれない R さんがとても厳しかったです。今日はとてもやりきった感がありました。 

次回は 2/8 そして 2/22が 2020本達成日にする予定です。多くの方の参加をお待ちしています。 

  

新聞でご存知かと思いますが、生徒たちがハンガーの届け先を開拓したいとアンケートをとって話合いをも

ちました。役場や先生たちの車に募集広告を貼るのはどうかとか、今まで贈ったチームや人に紹介してもらう

のがいいんじゃないかとアイディアを出し合いました。さっそく依頼の手紙を書いています。そんな場面を取

材いただき新聞に掲載してもらいました。その記事を読んだ方からメールが届きました。 

天龍村中学校 ご担当者さま 

こんにちは。松本市在住の○○と申します。天龍中学校の卒業生でして、母校の活躍をいつも嬉しく 

拝見しています。 

本日の信毎で、ハンガーの贈り先を探していると拝読しました。松本山雅と仕事で付き合いがあるの 

ですが、ご紹介できますので、連絡させていただきました。もしすでにプレゼント済でしたら失礼いた 

します。お力になれたら幸いです。 

以上、よろしくお願いいたします。 

＊今後の課題は贈呈先を見つけることです。是非ご協力お願いします。 

 


